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１．問題の所在
　2022 年度から施行される高等学校学習指導要領では，現行科目である「現代社会」が廃止され，
新科目「公共」（必修）が設置されることになった。現在，新科目「公共」の具体的なあり方を
めぐり，機関誌で特集が組まれたり (1)，教科書シンポジウムが開催されたり (2) と各方面で様々な
議論や提案が行われている。中央教育審議会の答申によれば，「公共」は，現代社会の諸課題を
捉え，考察し，選択・判断するための概念や理論を習得し，自立した主体として国家・社会の形
成に参画する力を育成する科目として構想されている (3)。具体的には，「幸福」，「正義」，「公正」，「民
主主義」，「自由・権利と責任・義務」，「平等」，「相互承認」等の概念や理論を活用し，現代社会
の事柄や諸課題を追究したり，解決したりすることが求められている。また，こうした学習活動
は，小学校・中学校で習得した知識（概念や理論）を踏まえて働かせることが配慮事項として示
されている (4)。新学習指導要領では，校種間の系統性をこれまで以上に強化し，最終到達目標を
高等学校に据え，その達成に向けて，各教科の指導を行うこととなった。しかし，現時点で新科
目「公共」の授業をどうするかという議論は見られるものの「公共」を見据えて，小学校及び中
学校の授業をどうするかという議論は見られない。今後，「公共」が本格的に展開されるにあたり，
同じ社会系教科目として「公共」を見据えた社会科授業が，小学校及び中学校でも求められよう。
　本研究では，このような問題意識のもと，高等学校「公共」を見据えた小学校社会科授業のあ
り方について第六学年政治単元を事例に授業を開発し，その有効性について実験授業を通して検
*
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証することを目的とする。
２．高等学校「公共」を見据えた小学校社会科政治学習の視点
　高等学校「公共」を見据えた小学校社会科授業はどうあるべきか。ここでは，小学校及
び高等学校新学習指導要領において求められる政治に関する学習（以下，政治学習）につ
いて整理する。
　高等学校「公共」では，次のような目標が設定されている (5)。
　また，上記の目標に迫る内容として，「Ａ 公共の扉」，「Ｂ 自立した主体としてよりよい社会
の形成に参画する私たち」，「Ｃ 持続可能な社会づくりの主体となる私たち」の三項目が設定さ
れている。具体的に，政治学習について，「Ｂ 自立した主体としてよりよい社会の形成に参画す
る私たち」においては，「政治参加と公正な世論の形成，地方自治，国家主権，領土（領海，領
空を含む），我が国の安全保障と防衛，国際貢献を含む国際社会における我が国の役割などに関
わる現実社会の事柄や課題を基に，よりよい社会は，憲法の下，個人が議論に参加し，意見や利
害の対立状況を調整して合意を形成することなどを通して築かれるものであることについて理解
すること（理解目標）」や「法，政治及び経済の事柄や課題について，法，政治及び経済などの
側面を関連させ，自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設定し，合意形成や社会
参画を視野に入れながら，その主題の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想したりし
たことを，論拠をもって表現すること（思考・表現目標）」が目標として設定されている (6)。
　一方，小学校の当該領域における学習内容に関しては，「我が国の政治の考え方と仕組みや働
き」について理解することが知識目標として示されている (7)。具体的には，日本国憲法や政治の
仕組みに関する内容と，国や地方公共団体の政治の取組に関する内容に大別される。例えば，「国
や地方公共団体の政治」の取組みの中の「社会保障」を扱う際，「（児童の関心や地域の実態に応
　人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決したりす
る活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国
家及び社会の有為な形成者に必要な公民として資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解する
　とともに，諸資料から，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的
　に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
(2) 現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における
　基本的原理を活用して，事実をもとに多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成や
　社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。
(3) よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，
　多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間としての在り方
　生き方についての自覚や，公共的な空間に生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平
　和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについて
　の自覚などを深める。
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じて）高齢者や障害者の生活支援や介護，医療の充実，子育て支援などに関わる具体的な事業を
選択して取り上げ，市役所，県庁が地域の実態や住民の意見を取り入れながら政策を決定し，国
と協力して計画的に実行していることなどを具体的に調べるようにすること」等が明示されてい
る (8)。このような学習を通して，「社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的に考える力や，
社会に見られる課題を把握して，その解決に向けて社会との関わり方を選択・判断する力，考え
方ことや選択・判断したことを説明したり，それらを基に議論したりする力を育成する（思考・
表現目標）」とともに，「社会的事象について，主体的に学習の問題を解決したり，よりよい社会
を考え学習したことを社会生活に生かそうとしたりする態度を育成する（態度目標）」ことが求
められている (9)。
　上記の内容を踏まえ，小学校社会科において高等学校「公共」を見据えた政治学習の授業設計
の視点として二点挙げる。
　第一に，授業構成に関して，知識を習得する段階と習得した知識（見方・考え方）を活用する
段階を設定することである。具体的に前者の段階では，概念 (10) や理論など転移・応用の利く汎
用性の高い知識の習得をめざし，後者では，習得した知識を活用してよりよい社会の在り方につ
いて議論したり，互いの意見を調整したりする能力の育成をめざす段階として単元を構成する。
このような単元構成は，高等学校「公共」の目標に示されている「人間と社会の在り方について
の見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決したり（中略：佐藤）」に繋がるもの
である。また，校種や教科・領域の枠を越えて目指されている持続可能な社会の形成者育成にも
寄与するものである。このように，小学校段階から転移・応用の利く汎用性の高い知識を習得さ
せることは，個別事象を越えて様々な社会的事象に適用させたり，社会問題を考えたりする際の
足掛かりとすることができる。さらに，概念や理論など転移・応用の利く知識を習得させ，それ
らを活用する学習を小学校段階から積み重ねることによって，高等学校「公共」において取り上
げられる「消費者の権利と責任」や「雇用・労働問題」，「財政と税」等，より複雑で難解な社会
の諸課題を追究したり解決したりする際に生きて働く知識となることが期待される。
　第二に，取り上げる題材に関して，法，政治及び経済的視点で考察可能なものを題材として選
定することである。このような多面的に考察可能な題材を取り上げることは，立場の相違による
判断の違いに気付かせることに留まらず，社会を構成する様々な側面やその本質を捉えさせるこ
とができる。併せて，このような特徴をもつ題材を取り上げ，多面的・多角的に考察させる学習
を展開することにより，小学校段階から中学校や高等学校で期待される思考力・判断力の育成に
繋がることが期待される。その際，発達段階を考慮して，児童の関心や地域の実態に応じた選定
を行うことは言うまでも無い。
　上記二点を踏まえた授業を構想し，実践することで，高等学校「公共」を見据えた小学校政治
学習となろう。
（佐藤　克士）
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３.	授業開発と授業の実際
３- １.	教材解釈
　本単元は，『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 社会編』（以下，指導要領）第六学年
の内容（１）ア及びイの（イ）に基づいて設定するものである。本項目では，国や地方公共団体
の政治について，政策の内容や計画から実施までの過程，法令や予算とのかかわりなどに着目し
て調べ，国民生活における政治の働きを理解すること等がねらいとされている (11)。
　本授業では，高等学校「公共」への接続を見据え，政治が国民生活の安定と向上を図る大切な
働きをしているという指導要領が示す基本的な理解に留まらず，それが時に対立する人々の多様
なニーズに折り合いをつけるために，異なる立場の意見を尊重しつつ合意形成を図り，より公正
で公平な判断を下すことが求められる困難な営みであるということについて，理解させることを
めざすこととした。このようなねらいに迫る展開は，選挙や投票の重要性に対する気付き，社会
的事象を多面的・多角的に思考する態度，「公共空間」，「対立と合意形成」といった概念の形成
に繋がるものと判断できる。
　上記のねらいに迫るには，本授業では地方公共団体における社会福祉，中でも世田谷区の「子
育て」に関する政策，そして地域が現実に抱えている課題を教材として取り上げることとした。
　世田谷区は，子供医療費の無償化に代表されるよう，子育て支援に力を入れている地方公共団
体の一つである。本授業の第一次で扱う「おでかけひろば」の取り組みも，現在区内 30 か所に
広がっており，教科書でも取り上げられている事例である (12)。子育て世代を支援する市民運動
に端を発し，区がその取り組みを拡充・拡大する形で誕生したという経緯があり，「人々の願い
を実現する」という政治の働きやその仕組みを捉える上で有効な教材である。また，子供にとっ
て生活圏内にある施設である点も本授業で取り上げる理由の一つである。筆者の同僚には，実際
に「おでかけひろば」を利用している教師がいる。学級の子供との接点もあり，ゲストティーチャー
として子育ての大変さや「おでかけひろば」のよさや具体的な特徴について話をしてもらうこと
で，上記のねらいに実感を伴って迫ることが期待できる。一方，世田谷区は，様々なメディアで
も取り上げられているように，待機児童数が最も多い地方公共団体の一つでもある。区は，その
対策として保育園の新規開設を進めようとしているが，地域住民の反対運動を受け，開設を延期
せざるを得ない事態が区内複数箇所で起きているという現状がある (13)。本実践では，地域にお
ける現実の課題として「保育園建設をめぐる問題」を教材化した。この問題に関しては，第二次
で取り扱うこととし，賛成，反対，区役所の三つの立場に分かれての議論をロールプレイする活
動を設定する。賛成の立場の人々には，保育園に子供を預けることができなければ働くことがで
きず，収入を得ることができないという経済的な背景がある。一方，反対の立場の人々には，閑
静な住宅地を守りたいという願いや交通量の増加による安全面への懸念といった環境面のニーズ
がある。区役所には，双方の意見を調整し，より公正な判断を下さなければならないという政治
的な要求がある。また，この問題は，個々のニーズにとどまらず，自分たちの地域や社会を将来
に渡ってどのようなものにしていきたいのかという，空間的，時間的により広い視野から捉える
ことも可能である。このように，保育園建設をめぐる問題は，異なる立場，背景，視点が関わっ
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ており，子供に多面的・多角的に思考することを促すという，先述の授業設計の第二に該当する
効果的な教材であると判断した。
　また，これは指導要領において新たに示された「社会に見られる課題を把握して，その解決に
向けて社会への関わり方を選択・判断する力」を養うこと (14) や，高等学校「公共」の目標（２）「現
実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基
本的原理を活用して，事実をもとに多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成や社
会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力」を養うこと (15) に繋がるものであると判
断できる。
３- ２.	単元の指導計画
単元名　「私たちのくらしと政治　～どうする？保育園建設」
３- ２- １.	目標
【知識・技能】
　①国や地方公共団体の政治は，国民主権の考えの下，国民生活の安定と向上を図る大切
　　な働きをしていることを理解することができる。
　②政治は，異なる立場の意見を尊重し，合意形成を図りながら進めることが求められる
　　ことを理解することができる。
【思考・判断・表現】
　①政策の内容や計画から実施までの過程，法令や予算との関わりなどに着目して，国や
　　地方公共団体の政治の取組を捉え，国民生活における政治の働きを考え，表現するこ
　　とができる。
　②異なる立場の意見を取り入れながら，意思決定することができる。
【人間性・学びに向かう力】
　①政治に対する興味・関心をもち，将来にわたって関わろうとしている。
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３- ２- ２.	単元計画（全６時間）
- 2 - 
○主な学習活動 ・学習内容 ◇主な発問・指示 ■資料 評価観点
第一次
 
５時間
○子育てをしている教師の話
を聞く。 
・どうしたらいいのか分から
ず，不安になることがあ
る。
・目を離すことができないた
め，自分の時間がない。
・心に余裕がなくなり，ノイ
ローゼになりそう。
○自分たちの身近に「おでか
けひろば」という施設があ
ること，子育てをしている
教師がそれを利用すること
で、悩みが低減されたこと
などを踏まえ，「おでかけひ
ろば」について資料をもと
に調べる。
・経験豊富なスタッフに相談
できる。
・子育て中の友達ができ，お
互いに役立つ情報を交換で
きる。
・子供を遊ばせることができ
る。
・ほぼ年中無休
・年間運営費 1000 万円以上
・利用料金無料
○疑問に思ったことをもと
に，以下の趣旨の学習問題
を設定する。
○学習問題に対する予想を立
て，学習の見通しをもつ。
◇○○先生は，悩みをも 
っていたそうです。そ
れはどのようなものだ 
ったと思いますか。
◇「おでかけひろば」と
は，どのような場所な
のでしょう。
◇明らかになっていない
ことは何ですか。それ
をもとに学習問題を立
てましょう。
◇どのような人たちが，
どのように関わってつ
くられたのか，予想を
立てましょう。
◇学習問題を解決するた
めに資料から情報を集
■写真「おで
かけひろば」
（施設の外観
と内観の写
真。内田撮
影）
■文章「おで
かけひろばの
働き」（教育
出版「小学社
会 6 年」6p. 
世田谷区ＨＰ
をもとに内田
作成）
■教科書
（「小学社会 6
・興味・関
心をもち，
進んで学習
に取り組も
うとしてい
る。【人間
性、学びに
向かう力
①】
・生活経験
や既習内容
 学習問題：「おでかけひろば」は，誰がど のようにしてつくったのだ ろうか。
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- 3 - 
○「おでかけひろば」ができ
るまでの過程，携わった人
たちの役割，税金の仕組み
や働きについて，資料を
もとに調べ，わかったこ
とを図解する。
・市民団体が行う子育て支援
の取り組みを区が拡大・拡
充する形で計画が立てられ
た。
・区が立案し，議会が承認し
た。
・計画に基づいて区が実行し
た。
・建設・運営には税金が使わ
れている。
・税金は，みんなのために集
め、使うお金。
・国や東京都も援助してい
る。
○調べてわかったことをもと
に学習問題を解決する。
・子育て中の人たちを応援し
たいという区民の願いを実
現しようと，議会が話し合 
って決め，区が税金を使っ
て実行することで，「おで
かけひろば」はつくられ
た。国や東京都も補助金を
出すことで関わっている。
・議会が「決める」働き，区
（役所）が「行う」働きを
それぞれ担い，それらによ 
って人々の願いを実現する
営みが政治である。
め，図にまとめましょ
う。
◇つまり，「おでかけひ
ろば」は，誰がどのよ
うにしてつくったと言
えるでしょう。
年」教育出
版,pp.6-9） 
と関連付
け，根拠を
明らかにし
ている。【思
考・判断・
表現①】
・必要に応
じて情報を
取捨選択
し，事実と
事実の関係
を適切に図
に表すこと
ができてい
る。【知識・
技能③】
・要点を落
とさずに，
図解した情
報を学習問
題に正対す
る形で総合
することが
できてい
る。【思考・
判断・表現
①】
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第二次
 
１時間
○前時までの学習を振り返
り，政治が人々の願いを実
現する働きをしていること
を確かめる。
○世田谷区は，待機児童数が
日本一（調査方法による）
であること，区内では保育
園建設をめぐる対立が起き
ていることを踏まえ，「一人
で子育てをしている親」，
「建設予定地近隣の住民」，
「区役所の職員」の 3 つの
立場に分かれ，保育園建設
に関する話し合いをする。
○ロールプレイを通して考え
たことをもとに，保育園建
設の問題に対して自分なら
どうするかを判断し，ノー
トに意見を書く。
○学習感想を書く。
◇保育園建設をめぐる 3
つの立場に分かれて，
ロールプレイをしまし 
ょう。
◇この問題に対して，あ
なたならどのような判
断を下しますか。
◇今日の学習の振り返り
をノートに書きましょ
う。
■グラフ「87
市区町村の待
機児童ランキ
ン」
（asahi.com
2018 年 7 月 2
日より）
■写真「保育
園建設反対の
横断幕」
（mainichi.jp
経済プレミア
2016 年 7 月 1
日より）
■文章「3 つ
の立場それぞ
れの状況と願
い」
（AERA dot)
「保育園は迷
惑か反対運動
に元防衛庁長
官、スリーエ
フ社長の名
も」をもとに
内田作成）
・異なる 2
つの立場を
理解し，判
断を下すこ
とができて
いる。【思
考・判断・
表現②】
・事象がも
つ多面性を
理解してい
る。【知識・
理解②】
・合意形成
の必要性と
難しさを理
解してい
る。【知識・
理解②】
課題：人々の願いが対立した場 合，どうすればよいのだろうか。
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３- ３.	授業の実際
３- ３- １.	第一次　－「政治の働き」に関する知識を習得する段階－
　第一次は，子供にとって身近な教材を取り上げ，興味・関心を高めながら当該事象に関する事
実間に存在する矛盾を契機として，当然視していた社会的事象に対して疑問を持たせ，その疑問
を探究することを通して，「政治の働き」に関する知識を習得させる段階である。
　具体的には，まず，育休中に「おでかけひろば」を利用した経験のある同僚教師をゲストティー
チャーとして教室に招き，子育ての大変さと「おでかけひろば」を利用することでそれが低減し
たという事実を語ってもらった。授業も受けているよく知る教師のかつての赤裸々な悩みや，ま
た学区域内の駅の近くにあり，見かけることは多いがどのような場所なのかはよく分かっていな
い施設が，その悩みを解消してくれたという事実に接し，真剣な表情で話を聞いていた子供たち
の間から「すごい！」とつぶやきが聞こえるなど，「おでかけひろば」に対する興味・関心が高まっ
ていく様子が伺えた。そこで，「『おでかけひろば』は，どのような場所なのだろう。」と発問し，
文章資料をもとに調べさせ，施設の概要を押さえさせた。次に，施設がほぼ年中無休であるこ
と，運営費が年間 1000 万円以上かかること，といった事実を提示した。その上で「利用料金は，
1 時間いくらだと思う。」と発問し，考えさせたあと，それが「0 円」であることを告げた。子供
たちの中から，その働きや効果，費用に対して，無料で利用できるという事実を知った驚きから
「どのように成り立っているのだろう。」という疑問がつぶやかれた。それに対して「税金が使わ
れているのではないか。」という意見が子供から出された。税金とはどのようなものかを説明さ
せた上で，「それでは，税金が使われているとして，『おでかけひろば』にこれだけの税金を使う
と決めたのはだれなのだろう。」と問いかけた。子供からは，「国ではないか」，「東京都だろう」，
「区だと思う」等の意見が出された。さらに，「そもそも，『おでかけひろば』をつくろうと言い
出したのはだれなのかな。」と問いかけた。国が命令した，という意見もあれば，同じ悩みをもっ
た市民が協力して区や都に呼びかけたという意見も出された。このように対立する多様な意見が
出されたことで「実際は，どうなのだろう。」という気持ちが高まるのを見計らって，それらの
問いを集約する形で，学習問題「『おでかけひろば』は，誰がどのようにつくったのだろう。」を
設定し，予想を考えさせた。その際，「誰が言い出したのか」「誰が決めたのか」「誰がつくった
のか」の三つの視点を意識して書くよう指示した。次に，検証段階では，教科書をもとに次のよ
うな方法で情報を集めさせた。まず，学習問題を解決するために役立つ情報をキーワードとして
抜き出させ，次にそれらの関係性を示すことができるよう，配置を工夫しながら，キーワード同
士を線や矢印で結ばせた。また，必要があれば，線や矢印にもたせた意味を書き加えるよう指示
した。このように集めた情報をノートに図解化させることで，調べた内容を構造的に理解し，そ
れらを抽象化して学習問題を解決することができるようになる。
　子供は，資料の読み取りを通して，「おでかけひろば」が，子育てを支援しようとする市民団
体の取り組みから始まったこと，それを拡充・拡大しようと区が計画案を立て，区議会がそれに
ついて議論し建設を決定したこと，それに基づいて区が国や東京都の援助を受けながら，税金を
使って建設を進めたことなどを図にまとめた。その後，お互いがまとめた図をもとに説明し合っ
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たり，不足した情報を補い合ったりした上で，各自が自分の言葉で学習問題に対して結論を導き
出すよう指示した。それらを全体で交流することで，議会が「決める」働きを，区（役所）が「行
う」働きをそれぞれが担い，それによって人々の願いを実現する営みが政治であることを理解さ
せた。これは，第二次の学習活動を進める際の前提となる知識である。
３- ３- ２.	第二次　―習得した知識を活用して価値判断・意思決定を行う段階―
　上述のように第一次では，「おでかけひろば」を事例とした学習問題の解決を通して，「政治は，
人々の願いを実現し，その生活を向上させる働きをしている」という知識を習得させた。それを
踏まえ，第二次ではその知識をもとに，「人々の願いが対立した場合は，どうすればよいのだろう。」
という課題を設定し，地域社会が現実に抱えている「保育園建設をめぐる問題」に関する話し合
いについてロールプレイし，よりよい社会について考えたり，お互いの意見を調整したり，一人
一人が価値判断・意思決定したりする場面を設定した。このような学習を通じて，上述の「政治
の働き」に関する理解に留まらず，立場（視点）によって物事の捉え方は変わるという「社会的
事象の多面性」，また対立が起きた場合，双方の意見を調整しながら合意形成を図る必要がある
という「対立と合意形成」，さらに持続可能な社会を形成するために空間的，時間的にも広い視
野から多様なニーズについて考慮した上で判断を下す必要があるという「公正な判断」など，高
等学校「公共」において活用することが期待される見方・考え方の素地を養うことができると考
えられる。
　具体的には，授業冒頭で「人々の願いが対立した場合，どうすればよいのだろうか。」という
課題を設定した上で，新聞記事を通して，日本社会全体の大きな問題の一つとして待機児童の問
題があることを子供に掴ませた。その中でも，世田谷区は，待機児童数が全国有数であることを
グラフから読み取らせ，区がその対応として保育園を新たに建設しようとしていることを，建設
予定地の写真を示しながら伝えた。その際，実際に現地に設置されている「保育園建設反対」と
書かれた横断幕の写真を提示した。子供からは驚きの声とともに，「どうして，反対する人たち
がいるのだろう。」という疑問の声が上がった。実際にこの問題をめぐって，保育園建設に賛成
する人たち，反対する人たち，議会での決定を受けて建設を進めようとする区役所の職員の三者
が集まり，話し合いをもったこと，それを追体験するためにそれぞれの立場に分かれてロールプ
レイを行うことを伝えた。その際，学級全体を三つのグループに分け，それぞれの立場の背景，
願いが書かれた資料を配布した。子供は，立場ごとに分かれて座席に着き，プリントに書かれた
内容をもとに，その立場に成り切って活発に意見を交流した。続いて，ロールプレイを通して感
じたことや考えたことをもとに保育園建設をめぐる問題に対して，自分だったらどう判断する
のか，意見をノートに書かせ，全体で交流した。本実践では，全ての子供が「保育園を建設する」
という結論では一致していたが，その理由や進め方については，多様な意見が出された（第１表）。
（内田　稔）
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４. 授業分析
　授業は，上記の教材解釈で示されたように社会的事象を多面的・多角的に思考する態度の育成
や「対立と合意形成」といった概念を形成させることをねらいとして行われた。それらの育成が
高等学校「公共」が求める公正な判断力の基礎になると措定された。以下，これら二つのねらい
を中心に，単元終了時に子供に書かせた学習感想（第１表）をもとに，子供の認識内容について
分析する。全体を概観すると，多面的・多角的に思考する態度の育成は概ね達成することができ
たということができ，「対立と合意形成」といった概念の形成は子供の学習感想からはその達成
を十分に読みとることができなかった。
第 1 表　意思決定場面における児童の意見と学習後の感想
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  意思決定 学習感想 
1 つくる。高齢者には悪いけど，１歳児などのまだ未来が残
されているからつくった方がいい。 
ロールプレイが楽しかった。自分の意見などでいろいろ動
いたから。 
2 つくる。これからの日本にとって重要なこと。未来にとっ
て，この方がいい。もし，うるさくてがまんができないな
ら，引っ越せばいい。 
ロールプレイはむずかしかった。区役所の立場だと，何を
言っていいかよくわからなかった。 
3 つくる。子供が死んでしまったら，少子高齢化が進んでし
まうから。 
ロールプレイをして，いろいろな考え方があって，おもし
ろかった。 
4 つくる。自分も子育てや育ててもらったりしたから，そこ
はお互い様ということで建てる。地域の人は反対していた
から，もしその人がそうしたいのなら，土地を買い取っ
て，その気に入った土地があるならあげる。 
私は子育てをしたこともないし，近くに建物が建ったこと
もありません。なので今回はじめて両方の気持ちが分かり
ました。私ならと考えた時，どっちの気持ちも納得いく面
もあったので難しいなと思いました。 
5 つくる。過去，未来，現在を見て，あなたも助けられた。
お互い様だ。というように説得をして，ああそうだな，と
か，子供が楽しみだな，と思ってほしい。国民に生まれた
からには，入れる，という志をもちたい。また，少子高齢
化を少しでも減らしたい。（子供を殺さないようにする） 
一人一人がちがう意思をもっているので，まとめるのが大
変だった。 
6 つくる。いろいろ説得する。未来のために。反対した人も
みんなの協力があった。子育ては大変。社会的問題。 
意見が対立すると，決めるのが大変だなと改めて思った。
いろいろむずかしいと思った。 
7 保育園はつくった方がよいと思います。理由は，保育園を
つくることで，今子育てをやっている人も助けられるし，
これから子育てをやっていく人も助かるからです。 
ロールプレイをやって高齢者や子供をもつ親の気持ちがよ
くわかり楽しかったです。 
8 ぼくは，○○君の言った通り，老人も子育てをしていて，
大変さが分かっていて，子供の方が未来があるので，保育
園をつくり，できるだけ静かにすればいいと思いました。 
ロールプレイをはじめてやったけど，みんな役になりきっ
ていて，すごいと思いました。とても難しい問題だなと思
いました。 
9 つくる。幼稚園，保育園があれば，たくさんの人が笑顔に
なる。おじいちゃんやおばあちゃんも子供たちの笑顔や元
気さで周りの人も元気になると思うから。 
ロールプレイは，その人の役を演じることで，本当にその
人の気持ちになると色々な最初にはなかった意見がどんど
ん出てきたから，ロールプレイはおもしろかった。 
10 つくる。赤ちゃんが死んじゃうかもしれないし，お母さん
が仕事をできなくなってしまうから。あと，子供の方が先
が長い可能性があるから。 
待機児童がいっぱいいたのをはじめて知った。 
11 建設するときは，反対している高齢者の方にアンケートを
とり，この時間なら建設してもいい時間を聞き，その時間
に建てる。経営するときは，保育園側から，保護者から子
供に注意する。立ち話禁止にする。住宅より低い建物に。 
区や都，国でもっと待機児童についてもっと重要視するべ
きだと思います。もし私が母親になって子供が入れなかっ
たら悲しいし，未来を考えると絶対重要視すべきだと思い
ました。 
12 結局，建設予定地に穴を空けて，地下に保育園をつくっ
た。 
ロールプレイを通して，人の気持ちがぶつかり合うと何が
あるのか分かった。相手の気持ちを理解することが大切だ
と分かった。 
13 子供はまだ生きられる時間が長いと思ったので，残り少し
しか生きられなさそうな老人を優先するより，これからの
将来を支えていくかもしれない可能性がある子供を優先し
て，保育園をつくった方がいいと思います。それに大人は
もう言われたら長話などもしないと思うし，これから子供
を支えなきゃいけないから。 
子供をもちながら働いている親は，仕事をやめたら金がな
くなってしまうが，近所の人は，うるさいなどのことがあ
るので，いろんな意見があるということが分かった。 
14 私は保育園をつくるべきだと思います。１歳の子供たちや
他の子供たちには未来があると思います。この日本を支え
ていく宝ものです。もちろん，音がうるさい，自然破壊，
静かなのが好きだからなどは分かるのですが，ここでゆず
らなければ保育園に入れない待機児童が増えて，いやな事
件にも繋がると思うからです。（ストレス） 
困っている人がいて，片方から見ると，その人が正しく
て，もう一人は悪いと見えがちだけど，本当はそちら側か
ら見れば悪くなかったりする。政治は大変だと思いまし
た。 
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15 保育園の子供たちは，まだ小さいので，親が子育てできな
かったら困ってしまうので，保育園を建設したい。保育園
に入れないと，未来困るかも。未来がある子供たちを優先
させたい。 
ロールプレイをして，様々な意見を交流できた。また，納
得！や反対！の意見に分かれて楽しかった。また，やりた
い。 
16 つくる。近所さんの好き勝手より子供の笑顔を大切に。日
本の未来をよくするためにつくろう。 
ロールプレイをやったことで，その人の気持ちがよくわか
った。 
17 保育園を建設します。理由は，近くに住んでいる人のこと
ももちろん大事にしたいけど，○○君が言っていたように
未来にかかわることだし，私は高齢者の方だったけど，や
はり私の本当の意見はお母さんの方だから。 
  
18 建設する。賛成派の人の意見も，反対派の人の意見も聞い
て，どちらにも納得してもらうために，良いこと，悪いこ
とをお互いに確認する。相手を気づかって過ごしてもらい
たい。 
役になりきって話し合うってことをはじめてしました。や
ってみて，役になりきってるから，すごく気持ちが込もっ
てる意見が上がっていたと思います。自分は発言しなかっ
たけど，みんなの意見を聞いているうちに次は発言できた
らいいと思うようになりました。 
19 つくる。理由は，近所の高齢者の人々も子育てをしていた
頃に様々な人に支えてもらっていたから，今度は今の人に
協力してもらう。 
ぼくは，「区役所の職員」で，子育てをしている人と地域
の人の気持ちを考えられていいなと思いました。 
20 つくる。これからの日本を支えていくのは子供で高齢者で
はないから。保育園に入れられなくて子供を殺めてしまう
大人もいるかもしれないし，今の高齢者は選挙権ぐらいし
かないから。（ピンピンしている人は別）植物状態の高齢
者だっているわけだから，子供に未来を託した方が効果的
だと思ったから。 
ロールプレイをしてみて，自分とは反対の意見の役でやり
にくいと思いましたが，実際にやってみたら高齢者の役を
したらいっぱい思うことができました。でも私は，親の味
方をしたいと思いました。 
21 保育園建設の問題について，僕はつくった方がよいと思い
ます。理由は，もしつくらなかったら一人で子育てをしな
きゃいけなくて，働けずにお金がなくなっていき，何も買
えなくなっちゃうから。 
ロールプレイをはじめてやってみて，どういうやつなのか
と思っていたけど，みんなすごいいいことを言っていたの
ですごいと思いました。 
22 つくる。今，高齢化が進んでいて大変だし，子供は，国の
宝だから，保育園をつくる。 
ロールプレイをやってみて，他の立場の人たちが対立し合
うと，ほぼ喧嘩状態になることが分かった。僕は保育園を
建てるべきだと思う。理由は，今，高齢化社会で，待機児
童も多いし，子供は国の宝だから，建てた方がいいと思っ
た。 
23 つくる。自分たちも子供時代を経験していて，だれかに助
けられたんだから，今度はこの子たちを助けよう。この子
たちが未来の社会をつくっていくんだよ。近くの住民の人
たちには，上のようなことを言い，保育園を建設する。 
  
24 つくる。○○君の意見が素晴らしいと思う。また，今から
未来がある方と，未来が少ない方では，ある方を優先すべ
きだから。 
世田谷区で問題が多いことが分かったので，もっと調べて
みたいと思いました。 
25 つくる。私だったら，みんなのことを考えた結果，高齢者
も小さい頃はそうやって支えられたんでしょって言って，
説得したりしてもらえるようにする。 
人々の願いが対立して，それを解決するには，すごい難し
いな，と思いました。私なら決められない。 
26 色々な意見があるけど，未来のためということで反対を押
し切ってつくる。そして，声の対策として看板や，保育園
の先生たちの呼びかけなどをして，少しでも静かな環境を
保てるようにする。 
このロールプレイをやって，私も目の前にマンションが建
つ予定だったときに，ふとんカバーとかで反対とか書いて
いた人が結構いて，その家を買う条件で，日当たりのいい
所だったけど，マンションが建つから日が当たらないとい
うことで反対していたけど，このロールプレイや政治の勉
強をして，未来のためということもあったので，これから
は少し考えてみたいです。 
27   けんかにならなくてよかった。建てたら周りに迷惑だけ
ど，しょうがない。 
28   私はロールプレイをして，その決まった役で話し合いをす
ることが面白かった。想像するのもいいけれど，実際にや
った方がわかりやすかったです。１歳の子供をもつ親，近
くに住む高齢者，区役所の３つの役があり，保育園建設に
ついてロールプレイをしました。そして，私がもし区長や
議員だったら，保育園を両方の意見を生かして建てること
にしました。 
29   話し合いで役があって，その役を演じていくというロール
プレイという話し合いの仕方は，もちろん初めてやった
し，とても面白かったです。役を演じているだけなのに，
なぜかその気になって，その役に気持ち的に成り切ってい
ました。本当は，お母さんの方の気持ちなのですが，近所
に住む高齢者の方も気持ちは分からなくないなと思いまし
た。一番大変なのは，私は区長さんだと思います。どっち
の意見に決めても，どうせ責められるし，まずどっちの意
見に決めるか，保育園を建てるか，建てないか決めるのも
難しいしと思うから，区長さんはとても大変だなと思いま
した。まだ結果を見ていないから，区長さんはどうしたの
か知りたい！！ 
（宮崎作成） 
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　以下，第１表をもとに，ねらいの達成状況について分析していく。まず，多面的・多角的に思
考する態度に関して，国立教育政策研究所は社会的事象を「地理的，歴史的，政治的，経済的，
社会的，法的など様々な枠組み（視点）からとらえている」「様々な社会的関係（立場）に立っ
て見ている」と示している (16)。この内容をもとにここでは，「保育園建設賛成および反対につい
てそれぞれの立場を踏まえ，結論を導いている」と解釈できる記述例を多面的・多角的な思考が
一定程度行われたものと捉えることにした。そのような記述は 29 事例のうち 27 事例にみられた。
例えばそれは「ロールプレイをやって高齢者や子供をもつ親の気持ちがよくわかり楽しかったで
す」（事例 8，以下数字は表に対応）「私がもし区長や議員だったら，保育園を両方の意見を生か
して建てることにしました」（28）といった記述から読みとることができ，保育園建設をめぐる
問題について様々な立場や認識の違いを認識させることができたものと考えられる。また，多く
の子供がロールプレイを「楽しかった」「面白かった」と捉えており，本実践が子供の興味関心
を喚起したことが示唆された。その要因として「役になりきってるから，すごく気持ちが込もっ
てる意見が上がっていたと思います」（18）にあるように，ロールプレイによって与えられた立
場を自分の問題と捉えられたことが考えられる。最終的な結論としては，29 名全員の児童が保
育園建設を支持するという意思決定を行っている。支持する理由として多くの児童が子育て支援
の重要性をあげた。その際，高齢者支援との比較において，より子育て支援が重要であるとの趣
旨を述べた事例が 14 例と約半数にのぼった。
　「対立と合意形成」については，政治の作用が一般に「対立する利害や要求を調整して社会の
意思決定を行う」と説明されることから (17)，本研究では「保育園の建設をめぐる賛成，反対の
双方の立場を踏まえ，自らの考えを提案するような考察が行われている」記述事例をそれらの概
念が一定程度形成されたものと捉えることとした。そのような記述は７つの事例から読みとるこ
とができた。「地域の人は反対していたから，もしその人がそうしたいのなら，土地を買い取って，
その気に入った土地があるならあげる」（4）「反対している高齢者の方にアンケートをとり，こ
の時間なら建設してもいい時間を聞き，その時間に建てる。経営するときは，保育園側から，保
護者から子供に注意する。立ち話禁止にする。住宅より低い建物に」（11）といった双方の立場
を踏まえ，具体的な方策を提起した記述である。また，「困っている人がいて，片方から見ると，
その人が正しくて，もう一人は悪いと見えがちだけど，本当はそちら側から見れば悪くなかった
りする。政治は大変だと思いました」（14）といった記述や，区役所の職員の役割を担った子供の「子
育てをしている人と地域の人の気持ちを考えられていいなと思いました」（19）との記述からは，
政治という営みを，「受け手」の側からではなく，「担い手」の立場としてその難しさや政治に携
わることの意義，良さを感得している様子を伺うことができた。さらに「ロールプレイを通して，
人の気持ちがぶつかり合うと何があるのか分かった。相手の気持ちを理解することが大切だと分
かった」（12）といった記述からは，対立を通して，道徳的価値としての共感することの重要性
に気付いた様子が示唆された。
　本研究では小学校段階で転移・応用可能な汎用性の高い知識を獲得させることも「公共」への
展開において重要であることを指摘した。この点については「今，高齢化社会で，待機児童も多
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いし，子供は国の宝」（22）等の 8 つの事例から「少子高齢化」「高齢化」「少子化」「待機児童」
といった概念的な知識を獲得していった様子を伺うことができた。
（宮崎　猛）
５.	結論
　本研究の成果は，以下の通りである。第一に，高等学校新科目「公共」が本格的に展開される
ことを踏まえ，それを見据えた小学校社会科授業のあり方について授業設計の視点を措定し，そ
の視点に基づく第六学年政治学習「私たちのくらしと政治～どうする？保育園建設」の授業プラ
ンを開発したことである。第二に，開発した授業プランの有効性について，実験授業を通して検
証したことである。その結果，29 名の子供の学習感想の記述からではあるが，上述してきたよ
うに概ね子供が本授業でめざした内容について理解し，異なる立場の意見を尊重しながら，合意
形成を図り，意思決定しようとする姿が確認された。小学校における政治学習の内容である「政
治は，人々の願いを実現し，その生活を向上させる働きをしている」を，地域で実際に起きてい
る課題（ここでは保育園建設）を通して検討させることの有効性が確認されたものと捉えること
ができよう。子供達はロールプレイ等によって，政治における調整プロセスを辿ることになった。
そこで実感と共に習得された概念が，中学校・高等学校段階において求められる「公共福祉」と
いった政治社会の機能を理解していくための基礎となるものと考えられる。こうしたことから本
研究において開発した授業プランやその計画に基づき実践した授業は，一定程度効果があったも
のと判断できる。
　他方で，課題としては本単元で習得した知識や概念を，他の問題や他地域の同種の問題と関連
づけて解釈しようとする記述を見ることはできなかった。授業で扱った地域における保育園建設
にかかわる問題への記述のみを求めたことによるものとも考えられるが，以後の学習において本
単元で習得した概念を他地域や国，世界の問題に応用することができるような学習機会を設定す
ることが求められる。
　全ての子供が保育園建設賛成を支持したことについては，反対の立場を取る当事者への想起が
十分ではなかった可能性が考えられる。検証授業では建設反対の代表的立場として高齢者や高齢
者対策を想定していたが，反対についても多様な立場からの多様な意見があることを認識させる
必要があったのではないだろうか。反対の立場は当事者以外からは地域エゴと捉えられることも
多い。そうした当事者感覚を持たせた上で，賛否の意思決定を行わせることが重要になるが，経
験値の少ない小学生にはその想起は容易ではない。小学校段階の児童にとっては，時間的な広が
りをもってみることや自分（子供）の立場を客観視することが難しかったのではないだろうか。
その意味で本実践は，論争問題におけるテーマ設定の難しさを提起するとともに，小学校段階で
の論争的問題を扱うことの限界を示すことになったということもできよう。
（佐藤　克士・宮崎　猛）
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